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研 究 ノ ー

丸加

尾藤 

直

美寛

資

本

：係

致

と

分

配

率：.の

趨

.勢

変

動

I
、

問

題

，
の

提

起.

本
稿
は
、
資
本
係
数
と
分
.配
率
の
趨
勢
変
動
に
つ
い
て
の
一
つ
の
%

m l
i
j実 

•(

注 

2

)

証
し
ょ
ぅ
と
ず
る
試
み
.で
'あ
る
。

(

注
1)

本
誌
一
九
六
一
一
年一

一
月
号「

経
済
発
展
段
階
と
所
得
分
配」

及
び
加

藤

.
原

.
丸
尾
共
著「

現
代
経
济
政
策
の
理
論」

第
五
章
参
照
。

,

.

(

注
2)

理
論
的
裏
付
け
は
他
の
機
会
に
譲
り
、
本
稿
で
は
.実
証
の
み
を
行
な 

0 
た 
0 

* 

.

.

ニ
ノ
資
本
係
数
と
■

分
配
率
の
概
念、

.

,
本
論
に
入
る
前
に
、
わ
れ
わ
れ
の
い
ぅ
資
本
係
数
と
分
配
率
が
何
を
意
味
す 

る
か
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
お
，く
こ
と
が
.必
要
で
あ
.る
。

.

資
本
係
数
に
つ
い
て
は
、幸
い
に
も

、
福
岡
正
夫
•
大
熊
一
郎
両
教
授
に
ょ 

っ
て
、
そ
の
概
念
が
明
快
に
説
明
さ
れ
て
i

#
ol)

b
た
が
っ
て
、
詳
細
は
両
氏 

の
論
文
を
参
照
し
て
ぃ
た
だ
く
こ
と
に
し
+て
、
こ
こ
で
は
本
稿
に
と
つ
て
不
可 

欠
な
基
本
点
だ
：

b

述
べ
る
に
と
ど
め
る
。

(

注
1)

.
産
業
計
画
会
議
編
'「

日
本
経
済
の
資
本
構
造」

第
一
編
参
照
。

資
本
係
数
.は
、
資

本

•
産
出
比
率
と
も
呼
ば
れ
、
資
本
を
K
、
産
出
量
を
o 

と
す
れ
ば
、
K
I
0が
資
本
係
数
で
あ
る
。

こ
の
場
合
の
資
本
K
は
、

再
生
産 

.
'可
能
な
有
形
資
産
の
貨
幣
表
示
額
で
.あ
り
、
通
常
、
固
定
資
産
の
み
で
あ
る
。

ま
た
、
分
母
の
産
出
量
は
、.
企
業
の
場
合
は
付
加
価
値
生
産
高
で
、
国
民
経 

済
全
体
の
場
合
は
国
民
所
得
で
あ
り
、
原
則
と
し
て
一
年
を
菡
準
単
位
と
す 

る
。わ

れ
わ
れ
が
主
と
し
て
問
題
と
す
る
の
は
、
国
民
経
済
全
体
に
お
け
る
資
本 

係
数
だ
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
の
場
合
、
資
本
係
数
の
分
母
は
、
純
国
民
生
産
高=

 

，国
民
所
得(

こ
れ
を
¥
と
.
.表
わ
す)

で
あ
る
。

し
か
し
、

減
価
償
却
を
考
慮
に 

入
れ
て
除
外
す
る
こ
と
に
は
困
難
が
伴
ぅ
の
で
、
粗
国
民
生
産
高(

G

N

P

) 

を
分
母
に
用
い
.た
場
合
も
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
資
本
係
数
と
し
て
、
k

y
>
い 

ぅ
記
号
を
用
い
る
場
合
の
7
と
仄
と
は
右
の
ょ
ぅ
な
意
味
で
の
国
民
経
済
全
体 

に
お
け
る
国
民
所
得
ま
た
は
0
:
2
:
?'
と

資

本

存

在

高

の

こ

と

で

あ

る

。

し
か 

し
、
以
下
に
示
す
統
計
の
資
本
係
数
の
概
念
は
、
様
々
な
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の 

場
合
に
つ
い
て
、

必
要
な
場
合
に
は
，、

そ
の
概
念
を
明
ら
か
に
し
て
お
い
た
。

'
次
に
本
稿
で
い
ぅ
分
配
率
と
は
、
賃
金
分
配
率
ま
た
は
利
潤
分
配
率
の
.と
と 

で
あ
る
が
、
.こ
の
場
合
に
も
、
分
子
と
分
母
を
何
に
ず
る
か
.に
よ
.づ
.で
、
い
ろ 

い
ろ
な
概
念
が
：あ
る
。
国
民
経
済
全
体
.に
?
い
て
み
る
場
合
の
貧
金
分
配
率
.の 

分
母
は
、
国
民
所
得(

Y
で
表
：̂

で
あ
ゲ
、
分
子
の
ほ
ぅ
の
賃
金
に
は
、

S 

常

.
狭
蕾
の
.«'
金
0
ほ
か
、
像
給
を
も
含
め
.を

。
，
統

計

上

で

は

、

被

用

者

報

酬
 

(employee c
i
p
e
l
t
i
o
n
)

が
賃
金
所
得
ま
た
は
労
働
所
得
と
し
て
甲
い
ら
れ 

る
こ
と
が
多
い
。

他
方
、
'利
■

の
中
に
-f
t
、
.-
企
業
利
潤
の
他
、
利
子
、
:'
'
レ

ゾ
ト
等
の
財
産
所
像 

一
般
を
含
办
る
。
し

か
し
、
.こ
こ
で
厄
介
な
の
，は
.、
自
営
，

)(

及
び
家
族
従
- 

槳

''
M)

>o
.撕

得

で

。
.上
の
：所
得
は
、

一

部
は
財
產
に
基
く
か
ら
利
潤
.で
あ 

り

、;.
'
一
 

部
は
廣
働
に
甚
く
が
ら
賃
^
で

あ

る

。
；
だ

か

ら

、

国

民

所

得

全

#-
を

賃 

金

が

と

羽

潤?
.と
に
ー
一
分
し
て
，

Y
=
W
>
P

と
す
る
た
め
に
は
、
自
営
業
者
の 

所
得
を
何
ら
か
の
方
法
で
^ 7
と
?
に
0-
属
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
'あ
る
？
を
の 

方
法
と
し
て
は
、
次
の
よ
ぅ
な
%;
-
の
成
あ
る
0
'.
,

.(

注
1
> 
自
営
農
家
も
こ
れ
に
含
ま
れ
る
。

.

"

、.
■
.

第

一

は

、

自

営

業

者

所

得

を

全

部

労

働

所

得

と

み

な

し

て

賃

金

；に

食

め

^

方 

法
で
あ
る
。
だ
が
、
咱
営
業
章
の
有
す
る
財
産
が
全
財
産
の
か
な
り
の
部
分
を 

占

め

る(

殊
に
遅
れ
た
段
階
の
国
で
は
大
き
い)

.こ
と
を
考
.え
る
と
、
こ
の
方
法 

は
妥
绿
で
i
^
い

：
こ

と

が

わ

か

る

。
：

■

ン
：

■:
:
'
,

.
そ
こ
で
、
自
#.
:
業
所
得
を
何
>
か
の
方
法
で
一

一
分
し
て
、
P
と
か
に
分
餅
帰. 

属

さ

せ

る

必

要

が

本

る

が

フ

そ

れ

に

^
、
次
の
四
つ
の
方
法
が$

1
^

①
資
産
鉴
準
.：.
自
営
業
者
の
財
産
の
生
む
利
潤
の
利
潤
率
が
、
他
の
財
産
の 

場
合
.の
利
潤
率
.
.と
同
，じ
で
あ
る
と
み
て
、
自
営
篆
者
既
得
の
利
潤
部
分
を
計
算

.資
本
係
数
と
分
配
率
の
趨
勢
変
動
：

す
る
方
法
タ
自
営
業
を
表
わ
す
た
め
起
と
い
う
添
字
を
、
修
の
部
分
を
_

わ 

ず
た
.め
に
a
と
.い
う
'添
字
を
：付
げ
て
表
わ
す
と
、
P

I

Yは
次
の
ょ
う
に 

さ
れ
る
。
ま
た
、
旧

=

，II

叫

叫

II
叫 -

. . . ド...

.

②
労
働
S
準

:.
/
自
営
業
者
の
労
働
が
、
他
の
労
働
者
と
同
じ
報
酬
を
受
け
る 

「

も

.の

と

想

定

す

る

場

<
2
0こ
の
場
合
に
.は
①
の
場
合
'と
司
痛
ヒ
方
法
に
ょ
っ

セ
、，
賃
金
1

率
は
、

『I S

$
琴

Y

 

W
N

E
「

Y

 

Y

 

I
f

C
P

r .

③
定
比
率
基
準
.
•過
'去
の
経
験
的
資
料
^
基
き
、
自
営
業
者
所
得
の
利
潤
部 

分
と
賃
金
部
分
ど
を
一
定
比
率
に
分
割
.し
て
考
え
る
。

す
な
わ
ち
：

£
ち
ま 

た
ば
^

^
を
定
数
と
み
な
す
方
襄
？

.

.:'
-

‘

;'
@
所
得
$
準

.■自
営
業
者
所
得
が
.、
_
営
業
者
所
得
.を
除
く
所
得
中
に
占
め 

る
賃
金
：ま
た
ぼ
利
潤
の
分
配
率
..に
it
:
例

し

ー

て

塗'と
利
潤
に
^
か
れ
て
い
る
と 

み
る
場
合
。
こ
.の
場
^
に
は
：、
結
局
、
.,
自
営
業
者
所
得
を
除
：外
し
て
計
算
し
た 

場
食
と
同
じ
に
な
る
？

.
,
:パ

\
、
':
;

'

へ:
'ペ

■/
■
■:
.

W 1 $
II

Hき

w
e
=

-
^

y
e

六

七

(

六
七)



、
W

 
. W

V
W

E

 

W

 
へ

 

h 

y
e
〉

w
々 Y

a
+

Y
E

 
ノ 

Y
 
I
 

Y

 

.
 

Y
,\

 

Ya
、
l Y

C
A

,  

Y

 

)
.

.

.-W...WV

'-. . 

'
ニ
 

.

.

.

.

. 

-

.

.

.

.
:

(

注
1)

こ
の
方
法
は
、I. B. 

Kravis: 

Relative 

Shares 

in. Fact 

.and I'heory. ..(American. Economic-Revie'WV.Dep .1

の 

5
3
'
.
に
依
.
.っfc
。

: 

<
の
ょ
う
に
r

分

配

率
€>
大

ぎ
^

は
、
^ :
ゆ
定
&

ょ
0
て

変

づK

ぐ

^ ; 

が
'

通
常
の
場
合
、.
国

昆

得

を

评

匕

？
に
ー
ー
分
す
る
場
合
に
ば
、
©

の
所
得
：
. 

■.雜

準
.

(

ク
レ
l

tf
ル
は
.
.
@。§
日
»<
_
^
|
^
:
0*
^
^
.^;
呼
ん
.で
い
る)

，：
を
用
い
.る
60
'
.
が
ン 

，
普

通

で

：
あ

る

:-
0

わ
れ
わ
れ
も
、
，
国
民
所
得
中
，に
占
め
る
賃
金
；̂

配
率
の
趨
勢
を 

.論

ず

る

に

際

し

で

は-'
こ

，
の

所

得

莪

準

.に
基
く
分
配
率
を
念
頭
に
：お
く
こ
：と
に 

す
る
が
、
：後
¥

あ
げ
る
統
11
-
:
で
ば
様
々
な
概
念
に
基
く
分
配
敗
が
用
い
ら
れ
で
:.
: 

い
ふ
の
で
.、"
必
要
に
応
じ
て
そ
の
概
念
を
明
ら
か
に
し
て
.お
い
だ
。

.

.
:

资
本
係
数
：ど
分
：配
苹
ど
の
関
係
如
れ
わ
れ
は
こ
の
稿
で
資
本
係
数
と
分
配 

率
：の
趨
勢
変
動
を
同
時
に
考
察
す
を
が
"
そ
れ
ば
ー
/
こ
か
一
一
，
つ
は

^
揆
に
関
M
 

し
な
が
ら
変
動
ず
る
と
考
え
た
か
^
で
あ
る
。
周
知
の
：
ょ

う
に
、
' 

資
本
係
数 

K
f
Yと
利
_
分
配
率
?
¥'
ま
た
は
，賃
金
分
配
率
と
の
間
に
は
、:

次
の
ゼ
う
な
' 

恒
等
関
係
が
あ
る
。

P

 

K

 

P

 

W

 

.
 

K

 

P

 

•
 

•、
 

Y

丨 Y

 

K

 ,  
Y

\

Y

 

K

こ
こ
で
R
一K
は
広
義
.の
資
本
利
潤
率
で
あ
る
.
が

、
.
：

と

れ

が

ぁ
：？

変
化
し 

な
い
も

，

の
と
想
定
す
る
と
.

S
:の
想
定
は
妥
当
で
あ
ろ
う)

、
.資
本
係
数
■と
利
潤 

分
配
率
は
長
期
的
に
は
、
_
方
向
に
-#
ぎ
、
資
本
#
双
.と

«

^

分

配

率

と

は

逆

' 

方
向
.に
動
ぐ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
.わ
か
る
。

-

.

-

,

....へ
;':
...'

-

v

i

<;:
v
:
'
.
:

_
 

；

資
本
係
数
と
分
配
率
が
、
経
済
発
展
に
つ
れ
て
ど
の
よ
う
な
趟
勢
変
化
を
す 

る
•か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
既
に
い
く
つ
か
の
見
解
が
述
べ
ら
れ
：て
い
る
。

資
本
係
数
が
上
昇
し
貨
金
分
配
苹
が
低
下
す
る
と
み
る
立
場
.古
典
派
経
济 

学

者

(

ベ
ー
ム
.
.バ
_べ
.ル
.
.ク
や
尽
‘
ゥ
ィ
ク
セ
ル
を
含
む〕

.
"や

.マ
ル
.
.ク.ス
は
資
衣 

.傲
数
と
い
う
言
菜
こ
.そ
用
い
：な
か
っ
た
が
、：
お
そ
ら
く
、
.資
本
主
義
発
展
に
つ 

れ
^

.
資

本

係

敦

は

上

昇

趨

勢

を

；
と

る

も

の

と

考

^
 

ま 

.た
、'
.貨
金
分；

配
率
は
、：
,'
•■こ

う
し
た
資
本
蓄
積
办
進
行
^
つ

れ

て

、

む

し

ろ
.低

：下 

す
る
と
み
る
考
え
方
が
支
：配
的
セ
-&
3
だ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
-'

資

本

係

数

と

分

配

苹

が

と

も

に

安

定

的

と

み

る

立

場

こ

れ

に

た

い

し

て

、 

最

近

で

は
'
資

本
^
数

と

が

配

率

の

ま

ま

ほ

に

注

目

す

る

論

が

多

い

。

資

本

係 

数

、が

安

宠

化

ず

る

傾

向

に

あ

る

と

い

う

こ

と

は

、.
有

力

な

理

論

経

済

学

者

の
 

理

論

に

よ

っ

て

も

示

唆

さ

れ

て

い_る
。

た

と

え

ば

、
R
.
.
.
.
M
•

シ

a

l

、

T
 

. 

W
.
V
.ス.ワ

ン
.

H
 

• 

A 

• 

J 

•
ク
リ 

~
シ

、.

J
. • 

.

.
E 

•
'

ミ

~
*ド

.、
'
^
.
.
.
'
カ

ル

ド
 

ァ

な

ど

ば

、

若

干

の

想

定

の

下

で

の

抽

象

化

さ

れ

た

経

済

モ

デ

ル

に

つ

い

て

考
 

え

る

限

り

、
；
資

本

係

数

：は

皮

定

的
.な

水

準

に

：収

れ

ん

す

る

傾

向

が

あ

る

こ

と

を
 

示

そ

う

と

試

み

た

。

こ

の

薇

の

抽

象

化

さ

れ

た

モ

デ

ル

に

つ

い

て

い

え

る

こ

と
 

が

、

現

実

の

経

済

に

お

け

る

胄

ネ

ぽ

双

の

変

動

様

式

を

説

明

す

る

上

で

有

効

で
 

あ

る

か

ど

う

か

に

つ

い

て

：は

疑

問

が

あ

る

が

、

い

ず

れ

に

せ

よ

、
■資

本

係

数

が 

:安

定

的

水

準
1に

落

ち

つ

く

と
.い

う

論

は

、

最

近

の

近

代

経

済

学

者

の

支

配

的

な
 

見

解

で

あ

る

と

い

つ

て

：
よ

い

.
？

ソ

.
\
a
l
.

)

'
:
a
.
.
. 

H
. 

w
.

 w
w
a
n
E
c
o
n
o
m
i
c
.

 G
r
o
w
t
h

 and Capital Accumulation

(Economic Record, Nov. 

1
9
5
6
'
H. 

A. 

J. 

Green: 

G
r
o
w
t
h

 

Models, 

Capital a
n
d

 Stability 

(Economic. Journal, 

Mar. 

1960)V
J
,
E
.

 Meade: 

A

 N
e
d
i
i
c
a
l

 Theory, of ...Economic Growth, 

1
9
6
1
.
R. 

,
M
,
- 

Solow: 

A

 Contribution to the Theory of Economic 

G
r
o
w
t
h
s
u
a
r
t
e
r
l
y

 

Jo- 

U
3
a
l

.aEconomics,) Feb. 

1
9
5
6
.
)

カ
ル
ド
ア‘の
文
献
に
勹
い
.
て
は
後
に
述

ベ
る
。

\ 

」

■ 

- 

• 

■ 

•
.
.
. 

. 

.

分
配
率
が
歴
史
的
に
I
て
、
比
.絞
的
安
定
的
'で
あ
る
こ
と
は
、
実
に
多
く
の 

論
者
に
ょ
づ
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
：：
o:.
'' 

•
-

こ
の
点
を
実
証
分
析
に
ょ
.つ
て
最
初
に
明
ら
か
に
し
ー
た
の
は
肘
♦
,カ
レ
’
キ 

丨
.で
あ
つ
た
い
カ
レ
ッ
.キ
ー
は
ア
メ
'リ
.力
ム
ロ
矶国
の
製
造
業
の
付
^n
^

M
中

に

. 

古
め)

る
賃
金
の
汾
配
率
と
ィ
ギ
リ
ス
■ 

a's
t
e
d 

K
i
n
g
d

*!-:)

の

国

内

生

産

国

民

所
 

得
中
に
占
め
る
貨
金
の
吩
配
率
と
を
統
計
的
に
：検
証
し
た
結
果
、
そ
の
值
が
比
. 

較
的
究
定
的
で
あ
？.J

ど

を

発

見

择

。

)

一
 

A
注
1)

^
レ
ッ
キ
ー
ぼ
俸
給
を
除
く
狭
義
の
賃
金
の
分
配
率
を
主
ぇ
し
て
検
討 

し
た
が
、

M

九
ニ
九
年
以
降
の
ア
メ
リ
カ
の
製
造
業
に
o'
い
て
は
、
：賃
金
と
_
 

給
を
含
む
広
義
の
賃
金
分
配
率
を
も
検
討
し
て
、
そ
の
値
が
や
は
り
安
定
的
で 

_

あ
る
こ
と
.を
明
ら
か
に
し
た
o
' 

- 

r.

(

注
2)

ィ
ギ
リ
ス
で
は
海
外
投
資
か
ら
得
ら
れ
る
所
得
が
多
か
つ

^ '
だ
、が
、
 

海
外
か
ら
の
所
得
は
国
内
の
分
，

®
問
題
と
無
関
係
だ
か
：ら
、
除
外
レ
て
ノ
国
内 

■生
産
国
民
所
撒
を
分
母
に
し
た
の
で
あ
る
。

' :
■

(

注 
3) 

M.. Kalecki.,:.. 

Theory, .of Econo

g:c Dynamics;: 1952
?.(

宮
嚼
義 

1ノ

伊

東

光

晴

訳「

経
済
変
動
の
理
論」)

：
'

'

.

賃
金
分
配
率
が
安
定
的
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
後
、
'多
く
の
.論
者
に
よ
っ
：て 

资
本
係
数
と
分
配
率
の
趨
勢
変
動

指
摘
さ
れ
.て
き
た
。：

そ
の
場
合
;'
賃
金
分
配
率
と
い
っ
.て
も
、
.
い
.ろ
い
ろ
な
分 

，
子

と

分

母

が

用

い

ら

れ

て

い

.る
0 

:
 

- 

:

国
民
生
産
高
：(

現
在
価
格)

.
'を
分
母
に
と
り
、
賃
全
及
び
俸
給
に
、
自
営
業
者 

所
得
を
分
子
に
と
0
'た

も

の

と

し

：て
は

、
.
D 

• 

G
，
ジ

ョ
ゾ
ソ

ン

、
L

.
R

，
. 

.

.

.
ク
：.ラV

ン
^
.論

次

が

あ.る
0
:-
ジ
.ョ
ン
ソ
ン
は
、
ア
メ
リ
力
の
^
合
、
こ
の
よ
う 

な

意

味

で

の

労

働

所

得

分

：配

率

が

、

ニ

十

世

紀

の

始

め

か

ら

、

第
一
一
次
大
戦
ま 

で

の

間

に

、

五

パ

ー

セ

ン

ト

し

か

上

昇

し

て

い

な

い

こ

と

を

明

ら

か

に

^

^

。

'

ま
た
、
ク
ラ
ィ
シ
は
、
ク
ズ
ネ
ッ
ッ
の
推
計
し
た
ア
-メ
リ
ヵ
の
純
国
民
生
産
高 

(

N

N

P

…
…

現
在
価
格
に
よ
る)

を
分
母
と
し
、
や
は
り
自
営
業
者
所
得
を
含
む 

■

:
賃

金

と

捧

給

の
.分
配
分
'を
分
子
に
：と
っ
た
分
配
率
の
务
勢
値
を
求
め
、
そ
の
結 

果

、

，
分

配

率

に

は

「

趨

勢

は

な

：
い

」

と

断

じ

て

い

び

。

)(

後
出
の
第
5
:図
参
照) 

(

注1
)
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i
E
c
s
'
M
a
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s
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e
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■
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注
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)

.
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W
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.
R
.
:
.
F
V
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K
o
s
b
u
d
” 

w
o
s
o 

Econometrics, of .Growth 

；
-
-
G
r
e
a
t

 E
a
t
i
o
s
o
f

 Economics. 

(Quarterly 

Journal 

of 

M
a
y

 .1961).

■:
:自
営
業
者
所
得
を
含
む
*

^
双
び
^

^

^

#の
国
民
所
得
中
に
占
；め
る
分
配 

率
が
比
較
的
安
定
的
で
"あ

る

こ

と

は

：、

：
ー

国

に

つ

い

て

め

時

系

列

_
查
1
よ
っ 

て
だ
け
で
な
く
、
ク
ロ
ス
.
セ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
.る
.国
際
比
較
に
：よ
っ
て
も
明
ら 

か
^
さ
れ
て
’い
ぃ
る
。

E 

. 

H
.
. 

•
_

へ.，-ル
プ
.ス
•.ブ
、ラ
.ウ
：
V 

i 

M 

* 

H 

‘

ブ

.

.
ラ

ゥ

ン 

は

世

界

；
の
：

|

一
十
五
：力
国
に
つ
い
て
分
配
率
の
比
較
研
究
を
し
た
が
、

そ
の
結 

寒

、と
：：

の
：

(

-年
五
力
‘
,
の
：う
.ち
の
十
五
.*
_

で
は
今
述
，̂

た

よ

う

，
な

意

张

で

の

•

六
九
，.

(

六
九)

.:



第 1 図

<B国民所沿中に占める被用者報酬分配率 

の指数（1947〜 49年=100)アメ y 力
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七

〇

：
ー

(

七

〇)

.賃

金

分

配

率

が

、A

S +
1
一
ハ
ー
セ
ヴ
ト
か

「

ら
A
十
七
パ
ー
セ
ン
.
ト
の
範
囲
に
あ

:る
；こ.と

钇

明

ら

か

に

し

た

ナ
. 

.
V:'
;
.
'
:
-
.

.

(

注
1)

，E. 

H
，
，Phelps B

r
o
w
n

 &

 M
.

 

Distributicn a
n
d

 pro- 

'、
.ductivlty .under.'.Inflation',.1947〜

57.. .(Ecimia.Journal, 

Dec. 

1
9
6
0
)

. 

,
ま

：
た

”

入
止
寒
に
' 

お

け

る

賃

金

分

配

率

が

安

定

的

で

あ

る

こ

と

.を

生

張

し

た

比 

.
較

的^ .
近
.
.■論

と
し
て
.は

..シ.ド

-一.
.ィ.
.
.
.
‘
パ
.
：
イ

シ

ト

，
ロ

ウ

•
フ

の

注

目

す

ベ

.
き

見
 

解
が
あ
.
.る
0
-
.イ
ン
ト
ロ
ウ
プ
は
、
ア

メ

リ

カ

の

事

業

粗

生

産

占

め

る 

被
用
^
報

酬(employee c
o
m
p
e
i
t
i
o
n
l

賃
金
及
び
俸
給)

の
比
率
が
“
九 

ニ
九
年
以
降
比
較
的
{欠
定
的
で
あ
.る
こ
と
に
注
目
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
分
配 

率
の
逆
数
S

载
雙
Ht
海
f
 /

辫
油
錄
裳
S

を

「

マ
ジ
ッ
ク
k」

(magic k) 

'と
名
付
げ
た
。
、、ハ
イ
ン
ト
ロ
ウ
プ
：は
、
こ
の
k
.の
'値

の

硬

直

性

が

物

価

水

準

の
 

不
安
定
性
と
関
係
あ
る
こ
.と
を
主
張
し
て
い
る
の
だ
が
、
今
は
そ
の
*
こ,.
つ
い 

て
は
深
入
り
し
な
い
.こ
^
に
し
よ
う
。
要
す
る
に
こ
こ
で
は
、
事
業
の
粗
生
産 

物
.

(

粗
売
上
げ
高)

中
に
.占
め
.る
賃
金
及
び
俸
給
の
分
配
率
の
逆
数
で
あ
る
k
の 

値
が
比
較
的
安
定
的
で
あ
る
と
い
.う
、、ハ.イ
ン
ト
ロ
ウ
プ
の
論
に
注
目
す
れ
ば
よ
 

い
。
：彼の
示
し
て
い
る
k
の
値
は
、
第
1
図
⑧
に
示
す

よ
：うに
' 
ほ
ぼ
安
定
的 

で
あ
る
こ
。と
が
わ
か
る
。
.

' 

,

(

注
1)

Sidney 

W
eintraub: 

Forecasting the Price Level, 

Income 

Di- 

._，stnbut

5-n, 

a
n
d

 Econosic G
r
o
w
t
h
'
N
e
w

 York, 

1959.

•

(

注
.
2)
.
.
.
こ
こ
で
事
業
と
は
、「

利
潤
を
求
め
て
.組
織
さ
れ
た
す
ベ
て
の
私

企

業」

.
b

他
、'
政
府
企
業
之
良
已
所
有
家
屋
を
含
ん
で
い
る
。

-
な
お
、
バ
イ
ン
ト
.
ロ

ウ
 

プ
は
、
7
メ
リ
力
商
務
省
の 

N
a
t
i
o
£

 

x
n
c
o
m
e
p
9
5
4
a
?

と
、U

.

 

:';s，.
I
n
c
p
m
e

 

a
n
d

 

O
u
t
p
u
t
,

 

1
9
5
9

 :

を
資
料
と
し
：て

ま
た
、
貨
金
分
配
方
式
と
-L
て
知
ら
れ
る
ラ
ッ
カ
ー
•
プ
ラ
ン
や
ス
キ
ヤ
ン 

• 

ロ
ン
•
プ
ラ
ン
で
は
、
付
加
価
値
生
産
額
中
に
占
め
る
賃
金
分
配
率(

ラ
ッ
カ 

I 

•プ
ラ
y-
y

ま
た
は
売
上
高
中
に
占
め
る
賃
金
分
配
率
が
過
去
に
お
い
て
安 

定
的
で
あ
っ
た
こ
と
A
根
拠
に
し
て
、
分
配
率
を
定
数
と
み
な
し
て
、.
生
産
性
. 

上
昇
の
成
果
を
配
分
し
で
い
る
。

.

资

本

係

数

；低

下

と

賃

金

.分
配
率
向
上
こ
の
ょ
う
に
、
か
つ
て
の
理
論
や
研 

.究
に
お
い
て
は
、
資
本
係
数
が
：資
本
主
義
経
済
の
発
展
に
：つ
れ
て
上
昇
す
る
と
. 

み
る
か
安
定
的
で
あ
る
'と
.み
か
考
え
が
支
配
的
一
で
あ
っ
た
し
、
賃
金
分
配
率
に 

つ
い
て
は
'、
低
下
す
る
と
み
る
か
安
定
的
で
あ
る
と
み
る
立
場
が
む
し
ろ
支
配 

的
で
ぁ
？
た
。
 

：: .

と
こ
ろ
.一
が
、
最
近
の
実
証
的
諸
研
究
は
、
先
進
資
本
主
義
国
の
資
本
係
数
が 

低
下
趨
勢
.を
と
り
始
め
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
.て
い
る
。
他
力
、
賃
金
分 

配
率
に
つ
レ
て
は
そ
の
上
昇
趟
勢
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

資
本
係
数
が
低
下
し
て
：き
て
い
ご
と
を
指
摘
し
た
論
と
し
て
は
、
古
い
と 

こ
ろ
で
は
、b

ル
ビ
.ン

•

.ハ
ン
セ
ン
の
論
な
ど
が
あ
る
。
：
た
が
、
こ
の
こ
と
が 

趨
勢
と
し
て
.は
っ
き
り
と
認
識
さ
れ
る
ょ
う
に
な
っ
た
の
.は
、
比
較
的
最
近
に 

な

っ
て
か
ら
で
あ
る
。
'資

本

係

数

の

低

下

趨

勢

は

.、
，
一
九
一
一
〇

年

代

以

降

の

ァ 

メ
リ
カ
経
済
に
つ
い
て
特
に
は
っ
き
り
と
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
示 

す
統
計
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
'
最
近
、
ポ
ー
ル.：• 

S
:
ア
ン
ダ
ー
ソ

ン

は

「

資

 

本

*産
出
高
比
率
の
明
瞭
な
低
下」

と
.い
う
へ
論
文)

の
中
で
、
比
較
的
最
近
の
ァ
メ 

リ
力
経
済
の
資
本
係
数
が
、
低
下
趨
勢
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
ハ
る
。
.

彼
の
主
張
を
裏
付
け
る
統
計
資
料
は
、
ゴ
ー
ル
'
Vス
ミ
ス
や
ク
リ
ー
マ
ー
の
も 

(

法
2 )

の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
示
し
て
お
く
。
第
2
図
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
図
が
示 

資
本
係
数
と
分
配
率
の
趨
勢
変
動

す
よ
う
に
'
経
済
全
#

に
•つ
い
て
.み
て
も
、
民
間
部
門
だ
け
に
つ
い
て
み
て 

も
、：' 

あ
る
い
は
、
.製
造
業
だ
け
に
づ
い
て
み
て
も
、.
資
本
係
数
は
、
少
な
く
と 

も

；
ー

九

三

ひ

年

代

以

降

、
，低

下

趨

勢

1
あ
る
と
.い
え
そ
う
で
あ
る
。
国
民
経
済 

..全
体
に
つ
.い
て
の
資
本
係
数
は
，
賓
本
洛
在
高
と
国
民
所
得
を
そ
の
と
き
ど
き 

の
現
在
価
.#
:

，

(current d
o
l
l
a
r
s
)

で

は

か

っ

た

場

合

に

も

、

一
九
ー
一
.九

年

価

格 

で
は
か
っ
だ
場
合
に
も
、
大
体
同
じ
よ
'う
な
動
き
也
し
て
お
り
、

少

な

ぐ
と 

も
、T

九
三
◦
年

代

以

降

、
，
一

九

四

0
年
作
0 -
'中
頃
ま
で
は
低
下
し
て
い
る
こ 

と
を
示
し
て
.い
.?»
'
。
.
.ま
た
、

M

A

P

I
 

.
(
M
a
c
h
i
n
e
r
y
a
n
d

 Allied Producis 

I
p
- 

stitute)

の
推
■計
.は
、
民
間
経
済
部
門
に
：つ
い
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ 

の
推
計
の
示
し
て
い
る
資
本
係
数
の
趨
勢
も
、
ゴ
I
ル
ド
ス
ミ
ス
の
推
計
の
示 

し
て
い
る
も
の
と
そ
れ
ほ
ど
変
ら
な
'い
。

更

に

、

製

造

業

だ

け

に

.
つ

い

て

の

資
 

本
係
数(

資
本
*
付
加
偭
値
比
率)

.'
-
の
搬
計
は
、
第
2
図
の
ク
U—

マ

ー

の

推

計.
 

が
示
す
よ
う
に
、
■一
九
一:

0年
以
降
;'
'
明
ら
か
.に
低
下
し
た
。
：
'

ペ
注
1)

.. Paul s
.

. 

An.derson:: Apparent, Decline . in capital-output. Ratio

.一.(QTiarteliy; Journ

fa-la'Ecollomics, 

Nov.. 1
9
6
1
)
，
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注
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原
資
料
はR

a
y
m
o
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 S
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u
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a
v
i
n
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•
•
 '
 .

.
'
.
■:c
j
n
i
t
''
a
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states. .(Princeton-university pre
s
s
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1
9
5
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M
A
P
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a
n
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a
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J
u
n
e

 

2
1
,
1
9
5
7
)
，

わ
が
国
で

も
，111

菱
経
済
研 

■究
所
が
、
ク
ズ
.ネ
ッ
ッ
、：

.ゴ
ト
ル
ド
.
.ス
ミ
.ス
等
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第 3 図アメリカにおける資本係数の動き（クレ， 
ビス資料による）

® 資氺係数^:分配率 :
: .

ノ バ : . … ：

■ へ . . . . ,

... .. . , . . .

大不況期

« . . .  .  •

. 丨 ，•一

y  ^

o/o  © 資 本 利 潤 率 昼

--------------------：- -----------------------一̂ ^ _ I .  , ■

弟 1 表アメリカにおける資 

本係数の動き (I. B • ク レ一 
ビス)

1900〜 09 3 .1 8
19Q5〜 14 3 .31
1 9 1 0 -1 9 3 . 12
1915〜 24 3 .1 3
1920〜 29 3 .2 9
1925〜 34 3:74
1930〜 39 3 .7 7
1929〜 38 3 .7 2
1934〜 43 2 . 87
1939〜 48 2. 26
1944ベ53 2 .1 7
1949〜 57 2 . 18、

4.0

2.0

1.0

第 2 図アメリ力における資本係数の動き 

設備及び建造# J
GNP (ゴールドX ミスによる）

1929年価格. 
現在価格

民間企業部門， .
(M API 53よる) 、、’

1880 1890 1900 1910 1920 1930 1940 1950

(資料） P.. S.. Anderson, op. cit.，v . 616.
.(资—） Domar, op, cit.; p. 101.

original source: Simon Kuznets: Capital in American Economy——Its Fo- 
rmation and Financing, National Bureau of Economic ReseaVch (mimeographed), 
Table III— 5, pp. m — 邛一36. * 陳腐化部分を除く •

資本ストックの 

推計時期/

(軍事名

国民生産物推計 

の時期

r含む) /

粗資本ネトック 
粗寧民生産高

粗資本ストック* 
純国民生產高
パ、：....... ■

純資本ストック 

純国民生産高

ク，ズネッ.ツ 
の賭念によ 
る

商務古の概 
念による

クズネツツ 
の概念によ 
る

商務省の概 
念による

クズネッツ 
の概念によ 
る

商務劣の概 
念による

0)1869-1879 1869〜1878 5.2 5.3 .4 ,6 4.6 3.5 3. 5
②1879ん1889 1879〜1888 4.5 4.5 3 .9 3 ,8 2.9 2 .9
③1889卜1899し 1889〜1898 5.3 5,2 4 .6 A. 5 3 .5 3.4
④ 1即 9、1909 1899-1908 5.3 •4:6 4.5 3 .4 3.4
⑤1909-1 9 1 9 1909〜 1918 6.0 5.9 5.2 5.0 3.7 3 .6
© 1919^1929 1919〜1928 6, 2 6 .0 5.2 5.0 3 .6  • 3.5

• ⑦192 卜 1939 1929-1938 7. 6 .7.3 6.0 7 • 4 1 3 .9
(D1939-1949 ^ 1939〜1948 6.5 ,5-4 4 .6 3 .8 3.1 2.5
⑨1946〜1955 1946〜1955 6.0 5.4 4.0 3.6 2 .8 2.5

!. 第 2 表 ア メ リ 力 Vこおける資本係数の動き（ドーマー資料による)
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第 5 図 ア メ  !;力における資本係数と賃金分配碎 1の動き（クライン資料による）

1.0

0.9
0.6

0.4
T15 . *201900 ，05 *10 • *20 ，25 ，30

(資料） L. R. Klein & R； P. Kosbud. op. cit

- 0 .

資本係数

貨金分配率

’35 M0 ’45 ，50 *55
へ，.’- . . . へ’ . '
( * 分子に自営業所得を含む〉

5.0

4.0

3.0

，印年

七

匹

ハ

四

次
に
E

.

D

.

.
き
を
統
計
に
ょ
ク
て
検
証
レ
て
ぐ
る
-

r

丨
.
.マ
ー
.は
、
7
 

メ
-
y力
に
お
け
る 

資
本
係
数
.の
.変
動 

趨
勢
_を
確
認
す
る 

た

め

に

、

.い

ろ

い 

ろ

な

概

念

に

基

づ 

く

資

本

係

数

の

動

も は に

j i f f  f 1 1
メ 味 X  ^ 表 る
リ 先 s  f  M の 資
力 出 ^  I 穿 と 本

g  f ぼ 音 f ぉ 係  
g グ ぼ ぐ o り 数  
本 ラ H V  P で の

i ィ 1 1  w ぁ 低
h  ^  I  I り 下
の 及 o で n  、趨

筚 び 2  | ギ ご 霉

(資 Simon 趨  5  %  f  I  会 Iir on Prop 勢 バ 乒 g 贫 図 そ

i C h a n ^  July 1 S  K §  ^  |  f  D
(1)1869/78—1879/88, (2 )1 8 7 4 /8 3 ,-1 88 4 /93 ,⑶1879/88〜1889/ み の  口 る い g そ

98, (4)18§4/93~ 1894/03, (5)1889/98-1899/08, (6 )1894/03- ^  甲 ^  1 - %  ^ 2
1904ハ3, (7)1899/08〜1909/18, (8)1904/13〜1914/23, (9)1909/18 ?> て 卜 ^  f  彼 還

〜1 919 /28 ,轉 914/23〜1924/33, (11)1919/38〜1929/38, ' _ 9 2 4 厂 ^  ぎ • 図 爸 、

33 〜1934/43, (13)1929/38-1939/48, (14)1934/43〜1944/53, (15) f  %  象 B' ?  f  g
1 939 /48-1948 /57  図 料  P  ^  う て の

参 を p ， に い ァ  

照 令 M ㈡ な る メ  
w み |  | • る 推 リ  
ま て き S  。 計 力

(5)
tzni

ions
961)

②労働基準
③所得基準 
①資産基準

第 8 図ァメリカにおける賃金分配率の動き 

(クレ ー ビ ス 資料による）

20「

:-
.
-00
.

80 

資
本
係
数
の
指
数

た

、

限

界

賢

本

係

数

に

，
つ

い

て

の

-ク
，ズ
ネ
：ッ
ツ
の
資
料
を
み
る
と
、
ア
メ
リ
カ 

.

.の
限
界
資
本
係
数
の
低
下
し
た
時
期
が
わ
が
る
。.(

第
6

図
参
照)

，
.

国
民
経
済
全
体
に
つ
.1
'
>
.て.の
資
本
係
数
が
低
下
す
る
の
は
、
資
本
係
数
の
相 

対
的
に
低
い
第
三
次
產
廣
な
い
し
サ
、丨
.ビ
ス
産
業
の
経
済
全
体
の
中
：で
占
め
る 

比
重
が
増
え
ん
か
ら
で
；̂
ろ

ぅ

、

と

の

.論

が

な

さ

れ

る

こ

と

が

し

ば

し

ば

あ

る

が
、.
最
近
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、
資
本
依
数
%

.
経
済
全
体
と
し
て
低
7
趨
勢
を

•
 

-

資
本
係
数
と
分
配
率
の
趨
勢
変
動

%

90
80
70
60
50
40

_

五
七

1
1
&
四
~
五
三

—
1

九11.1

九~

四
八

1
九
三
四

〜

四
三

1
1
&
ニ
.？

三
九 

o

九
ニ
九

〜

三
八)  

丨

.一

九
ニ
五

〜

三
四

丨I

九
HOH
I

九

,

i:

九一

五

丄

西

,

一
九
一
？

一
九

I1.

九0

五〜

„
四....

」
1

九
〇0〜

〇
九

作成 ,cit., p. 9 1 9 の資料にis,(資料） I. B.
:示
し
て
い
る
だ
け
で
は
な

い
。

経

済

.
の

中

心

部

分

を

な

，
す

製

造

業

だ

け

の

資

本

係

数

(

資

本

，
付

加

価

値

比

率

)

を

ノ
み
て
も
明
ら
か
に
低
下
傾
向

を
.示
し
て
き
た
。
こ
の
こ
と
'

は
第
2
.因
，に
示
さ
れ
て
い
る

.ク

リ

ー

：
マ
ー
の
'
推

計

か

ら

も

.

.明
ら
か
で
.あ
.る
が
、
.

B 

.

(

注
1)

F

，
マ
ッ
セ
'ル
の
推
計
は
、

こ
の
点
を
も

つ

と
は
つ
き
り 

と
示
し
て
い
る
。

(

第
7
図
，
 

.参
照)

マ
ッ
セ
ル
は
、
景
気 

.変
動
の
影
響
で
、
.操
業
度
が 

変
動
す
る
こ
と
に
ょ
つ
て
資 

本

係

数

の

趨

勢

に

ゆ

が

み

が
 

生

す

る

こ̂
を
.
.避

，
け
.る

た
.

め

、
，.完

全

雇

用

：
年

次

：
だ

'

け
に
' 
つ
'い
て
、
資
本
係
数
を
推
計
し
、
そ
の
結
果
、
 

第
7
Z図
.に
示
.す
よ
ぅ
に
.'
一
 

九

一.
九
年
以
降
に
ぉ
け
る
ア
メ

リ

、
力製
造
業
の
資 

本
係
数
が
は
っ
き
り
と
し
て
：低
下
趟
勢
を
示
し
.：て
.い
る
.こ
と
•を

確

認

.し

て

い
 

る 

o
',:
,:
y:

v
.
.
. 

:

,.
 

>

 

;
' 
ぐ
へ':
.
,
.
:
.
: 

■
.

.

--

.

(

注
1
.

)

.、
，

Benton.'F..;:.Maŝ
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第 9 図ァメリ力製造業におけ急 .賃金分配率の動き(カーターの資料による)
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.ガ
ル
ド
ァ
は
資
本
主
義
経
済
の
歴
史
を
前
段
階
.と
後
段
階
.の 
一
段
喈
に
分
け 

る
。.
'そ
し
て
、
前
段
階
で
は
，
賃
金
は
旁
働
者
の
生
存
費
水
準
に
抑
え
ら
れ
、
 

そ
れ
以
上
の
剰
余
は
資
本
蓄
積
に
回
さ
れ
る
と
み
る
.。
し
た
が
ら
て
、
.資
本
主
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原 胃 料

_，い
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1937 38.6 40.9
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示

し

て

.い 

る
梳
計
数
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第
3

表
の
'と
お
り
で
あ 

り
、

一
九
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で
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価
値
中
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占
め
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:賃
金
分
配
率
が
低
下 
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て
き
て
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こ
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を
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。
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の
よ
ゲ
な
経
済
発
展
：の
段
階
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し
た
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ル
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ァ
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あ
.る
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；
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が
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ァ
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定
レ
た
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係
数
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率
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資
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義
経
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お
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係
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率
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動
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式
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つ
て
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に
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本
係
数
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金
分
配
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る
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階
に
：比
べ
る
と
、
資
本
係
数
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な
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て
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、
賃
金
分
配
率
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つ
て
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を
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階
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あ
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上
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資
本
係
数
と
：分
配
率
の
趨
勢
変
動
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つ
い
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の
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で
あ
る
が
、，
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れ
ぞ
れ
.の
！1

^
は
蓍
レ
く
対
立
的
で
両
立
す
る
余
地
は
全
く
な
い
、か
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太
う
に
：
 

見
え
る
.0
し
か
し
、
必
ず
し
も
そ
う
ば
か
か■>
は
.い
え
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い
.0
と
：い
う
の
は
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^
主
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経
済
の
堯
展
カ
時
期
の
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^

っ
て
、
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係

数

と

免

配

率

が

違
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づ
た
趟
勢
変
勦
を
す
る
こ
と
は
大
い
に
あ
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う
る
.か
ら
セ
あ
る
。
だ
か
ら
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期
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と
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方
に
よ
っ
て
い
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い
ろ
な
見
方
が
成
り
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け
で
あ
る
。
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た
と
え
ば
：賃
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狭
義
の
質
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の
分
配
率
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で
あ
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こ
と
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発
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し
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た
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れ
る
ガ
レ
夕.中
‘).
,
の
場
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一
一
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に
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率
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こ
と
を
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摘
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資
本
係
数
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率
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発
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：
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か
ち
、

..
«

金

分

配

率

は

-
、

-'
,
.
資

本

係

数

及

び

投

資

率

の

動

き

と

丁

度

逆

の

動

き

を
 

.へ：
示
す
も
の
と
考
え
て

.よ

.い
：。
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厂

こ
れ
•ま
で
、
如
れ
わ
れ
は
資
本
係
数
や
分
配
率
の
実
際
の
趨
勢
変
動
を
、
代 

表
的
な
国
に)

つ
い
て
.の
：時
系
列
' ^
析
に
よ
.っ
：て
^

し
て
き
た
が
、
ク
ロ
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.
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ク
シ
ョ
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に
よ
る
国
際
比
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っ
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、時
系
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分
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と
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き
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す
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わ
ち
、
も
し
、
資
本
係
数
と
分
配
率
が
経
済
発
展
に
：つ
れ
て
、
第
10
図
の 

⑧

で

示

し

た

よ

ぅ

な

動
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を
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る
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の
と
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、
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際
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を
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た
場
合
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進
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概
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れ
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す
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第 1 1 図賃金分配率の国際比較製造業

(資料） U, N . Statistical Year Book 1960, ILO Yearbook of Labour Statistics, 1960.
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に
後
進
国
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国
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中
進
国
.
先
進
国
と
：並
.ベ
て
い
っ
て
、.
縦
軸
に
第
10
図
と
同
様
の
も
の
を
用
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れ
ば
、
や
は
り
第
扣
囪
の
⑧
と
同
じ
よ
ぅ
な
形
の
図
が
で
き
る
の
で
は
な
い
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と
推
測
さ
れ
る
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'残
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满
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つ
い
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図
を
書
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み
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ぅ
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な
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通
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中
進
的
.な
国
の
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金
分
配
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低
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な
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と
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こ
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考
え
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